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三木清（1897-1945）は中国東北部の満
洲を何度か訪問し、その実体験も活かしな
がら《日本・東洋・西洋の歴史と文化》に
ついて総合的な思索を展開しました。三木
が唱えた「東亜協同体論」はそうした思索
のエッセンスと言えますが、日本の傀儡国
家「満洲国」の成立と崩壊という現実を前
にして、三木が描いた東アジア諸民族の協
同社会というヴィジョンは淡い夢に終わり
ました。

本報告では、法政大学市ヶ谷図書館
所蔵「三木清文庫」の調査も踏まえて、
三木の東亜協同体論を「共生社会の哲
学的基礎づけ」として再評価してみま
す。三木の「東洋的ヒューマニズム」
理念についても、国際的な日本学の展

開という見地から、その現代的な意義を考
察してみます。


